












































値の上昇と有意 (p<0.05) な相関がみられた。 
【考察と結語】 
CD34の免疫染色は内皮細胞の同定を可能にし、糸球体障害毛細血管網の形態学的特徴の評
価に有用である。IgA腎症における障害毛細血管網の病理学的特徴は内皮細胞の腫大と有窓
構造の消失、障害内皮細胞の係蹄基底膜からの解離、障害毛細血管の狭小化と消失に特徴
付けられた。IgA 腎症の急性および慢性糸球体病変には糸球体毛細血管網障害が認められ、
それらの病変は血尿、蛋白尿や腎機能障害と相関していたことから、糸球体内皮細胞障害
は糸球体病変の形成、進展、慢性化に関連し、IgA腎症の進展に関与していると考えられた。 
